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日
頃
か
ら
鳥
取
県
電
業
協
会
の
事

業
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

我
々
の
業
界
は
、
社
会
生
活
に
必
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
扱
う
仕
事
で
あ

り
、
災
害
時
に
は
安
全
・
安
心
の
確

保
を
担
う
と
い
う
社
会
的
使
命
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
協
会
も
、
県

や
市
町
村
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
防
止
の
取
り
組
み
を
進
め
、
業
務

を
通
じ
た
社
会
生
活
へ
の
貢
献
を
使

命
感
を
持
っ
て
果
た
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

昨
年
当
初
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
社
会
・

経
済
活
動
に
様
々
な
制
限
を
か
け
、
国

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
働
き
方
が
見

直
さ
れ
る
な
か
、
工
事
管
理
に
か
か

る
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
方
策
と
し

て
、
現
場
業
務
の
効
率
化
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
工
事
書
類
の
簡
素
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

工
事
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
か
、
人
材
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ

て
も
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
て

い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

当
協
会
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
日

本
電
設
工
業
協
会
で
も
、「
生
産
性
の

向
上
」「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」「
適

正
な
工
期
・
適
正
な
価
格
で
の
受
注
の

確
保
」「
分
離
発
注
の
促
進
」「
電
力
新

時
代
へ
の
対
応
」「
国
際
貢
献
、
海
外

進
展
の
取
組
み
」
等
の
目
標
を
掲
げ
、

本
部
・
支
部
及
び
各
都
道
府
県
協
会

が
連
携
し
行
動
す
る
「
人
と
環
境
を

大
切
に
す
る
夢
と
生
き
が
い
の
あ
る

電
設
業
界
」
を
標
榜
し
て
お
り
、
当

協
会
と
し
て
も
こ
れ
に
賛
同
し
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
、
確
保
に

当
た
っ
て
当
協
会
で
は
、
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
高
校
生
に
向
け
て
職
業

観
・
就
業
意
識
の
向
上
を
図
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
や
、
工
業
高
等

学
校
へ
の
社
会
人
講
師
の
派
遣
等
の

事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
ま

た
技
術
研
修
会
等
を
通
じ
て
技
術
職

員
の
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
他
の
事
業
と
し
て
、
例

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
冬
季

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
や
鳥
取

砂
丘
ロ
ー
ド
清
掃
活
動
な
ど
「
地
域

社
会
に
対
す
る
奉
仕
活
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
気
設
備
に
関

す
る
資
機
材
、
工
具
、
計
測
機
器
等

の
新
商
品
の
紹
介
等
、
電
設
業
界
の

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
発
信
す
る
電
気
設

備
総
合
展
示
会
の
視
察
研
修
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
、
業
界
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
電
業
協
会
の
発
展
の

た
め
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
ご
繁
栄
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
鳥
取
県
電
業
協
会

　
　
会
　
長
　
岡
　
本
　
安
　
量

ご
挨
拶
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鳥
取
県
電
業
協
会
の
第
十
一
回
定
時
会

員
総
会
が
令
和
二
年
五
月
二
十
日
（
水
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
開
催
さ

れ
た
。

　

正
会
員
総
数
六
十
三
会
員
の
内
六
十
一

会
員（
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
も
含
む
）

が
出
席
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
伊
藤
憲
吉
会
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
他

団
体
の
総
会
中
止
の
話
も
出
て
く
る
な

か
、
当
協
会
が
今
回
は
役
員
改
選
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
懇
親
会
を
中
止
し
て
総
会

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鳥
取

県
内
で
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
出
て
い
て

細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
経

済
的
に
も
色
々
な
と
こ
ろ

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
し
、

対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で

の
実
施
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
本
日

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
伊
藤
会
長
を

議
長
に
選
出
し
て
議
事
に

入
り
、
令
和
元
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
及
び
役

員
選
任
の
全
議
案
を
原
案

通
り
可
決
し
、
令
和
二
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
役
員

改
選
で
選
出
さ
れ
た
新
役

員
を
代
表
し
て
、
岡
本
新

会
長
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ

総会の総会の
開催開催

第
十
一
回

第
十
一
回  

定
時
会
員
総
会

定
時
会
員
総
会

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
た
だ
で
さ
え
大
変

な
時
代
、
働
き
方
改
革
、
人
材
不
足
等
、

課
題
は
山
積
み
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
と

の
繋
が
り
や
他
団
体
と
の
連
携
を
強
く
取

り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
こ
の
新
体
制
で
会

員
の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
て
閉
会
し

た
。　

新
役
員
は
次
の
と
お
り�

（
敬
称
略
）

会　

長　
　

岡　

本　

安　

量　

�

（
㈱
ミ
ナ
ミ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

副
会
長　
　

山　

本　
　
　

淳�

（
永
興
電
業
㈱
）

　
　
　
　
　

寺　

地　
　
　

建�

（
新
陽
電
気
㈱
）

　
　
　
　
　

濵　

田　
　
　

修�

（
㈱
ホ
ク
シ
ン
）

理　

事　
　

木　

原　

謙　

一�

（
キ
ハ
ラ
電
気
工
事
㈲
）

　
　
　
　
　

大　

橋　
　
　

巧�

（
㈲
ダ
イ
コ
ー
電
機
）

　
　
　
　
　

二
反
田　

正　

克�

（
㈱
中
電
工
鳥
取
統
括
支
社
）

　
　
　
　
　

谷　

川　
　
　

寛�

（
山
口
電
業
㈱
）

　
　
　
　
　

長　

田　

昭　

人�

（
北
村
電
気
工
業
㈱
）

　
　
　
　
　

杉　

山　

知　

義�

（
㈱
ス
ギ
テ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　

伊　

藤　

憲　

吉�

（
㈱
寿
電
気
）

　
　
　
　
　

松　

田　

武　

志�

（
松
田
電
工
㈲
）

　
　
　
　
　

妹　

尾　

健　

一�

（
ワ
ン
プ
ラ
イ
ム
．
㈱
）

監　

事　
　

平　

井　

代　

継�

（
㈲
ケ
イ
デ
ィ
エ
ス
）

　
　
　
　
　

宇
佐
見　
　
　

明�

（
エ
レ
ッ
ク
ス
㈱
）

　

主
な
事
業
計
画
は
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

の
基
礎
と
実
用
講
座
及
び
電
設
技
術
者
の

た
め
の
病
院
の
電
気
設
備
に
つ
い
て
の
技

術
研
修
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
実
業
高
校
へ

の
実
習
指
導
、
行
政
機
関
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
。
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例
年
実
施
し
て
い
る
技
術
研
修
で
、
前
期
は
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
知
識
、
シ
ー

ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
回
路
と
そ
の
実
例
か
ら
応
用
ま
で
の
内
容
、
留
意
点
に
つ
い
て
習
得

を
行
っ
た
。
後
期
は
病
院
の
電
気
設
備
の
基
礎
か
ら
各
設
備
の
内
容
、
施
工
上
の
留
意
点

等
に
つ
い
て
の
習
得
を
行
っ
た
。

　

両
研
修
会
共
多
く
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

技
術
研
修
会
の
開
催

技
術
研
修
会
の
開
催

  

前
期
研
修
会

　

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
と
実
用
講
座

日　

時　

令
和
２
年
９
月
15
日
（
火
）

場　

所　

鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中
心

　
　
　
　

�

小
ホ
ー
ル

講　

師　

株
式
会
社　

中
電
工

　
　
　
　

技
術
本
部　

技
術
企
画
部

　
　
　
　

専
任
課
長　

土
井
長
昭
義　

氏

参
加
者　

76
名

  

後
期
研
修
会

　

電
設
技
術
者
の
た
め
の
病
院
の
電
気
設
備

日　

時　

令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

場　

所　

鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中
心

�

　

小
ホ
ー
ル

講　

師　

株
式
会
社　

中
電
工　

　
　
　
　

技
術
本
部　

電
気
技
術
部

�
工
事
担
当　

畑　
　

晴
雄　

氏

参
加
者　

72
名

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

東
部
支
部

　

日
時　

令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）

　

場
所　

�

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
特
定
天
井

耐
震
対
策
工
事
（
電
気
設
備
）

現
場

　
　
　
　

施
工
会
社　

㈱
と
り
で
ん

中
部
支
部

　

日
時　

令
和
２
年
11
月
６
日
（
金
）

　

場
所　

�

倉
吉
体
育
文
化
会
館
特
定
天
井

耐
震
対
策
工
事
（
電
気
設
備
）

現
場

　
　
　
　

施
工
会
社　

北
村
電
気
工
業
㈱

　

日
時　

令
和
３
年
３
月
５
日
（
金
）

　

場
所　

�

倉
吉
未
来
中
心
特
定
天
井
耐
震

対
策
工
事
（
電
気
設
備
）
現
場

　
　
　
　

施
工
会
社　

㈲
山
﨑
商
会

とりぎん文化会館（特定天井耐震）

西
部
支
部

　

日
時　

令
和
２
年
10
月
13
日
（
火
）

　

場
所　

�

南
部
町
複
合
施
設
新
築
工
事

（
電
気
設
備
工
事
）
現
場

　
　
　
　

�

施
工
会
社　

栄
和
電
気
・
斉
木

電
気
設
備
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

倉吉体育文化会館（特定天井耐震）南部町複合施設（新築）
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二　

人
権
・
同
和
問
題
分
野

研
修
概
要　

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
お
け
る
、
病
気

が
不
安
を
呼
び
、
不
安

が
差
別
を
生
み
、
差
別

が
更
な
る
病
気
の
拡
散

に
つ
な
が
る
と
い
う
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち

切
る
た
め
の
工
夫
に
つ

い
て
と
、
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
等
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
起
こ
ら
な
い
職
場
づ
く
り
、
ま

た
、「
女
性
の
職
場
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。

　

日　

時　

令
和
２
年
８
月
４
日
（
火
）

　

場　

所　

�
鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会

館　

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

�

コ
ロ
ナ
差
別
と
女
性
の
活
躍

の
推
進

　

講　

師　

合
同
会
社　

ル
・
リ
ア
ン

　
　
　
　
　

代
表　

前
嶋　

弘
恵　

氏

　

参
加
者　

１
１
５
名

　
　
　
　
　
（
内
電
業
協
会
50
名
）

三　

経
営
分
野

研
修
概
要　

　

電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
悪
用
し
た
不
正
送
金

被
害
、
サ
ポ
ー
ト
詐

欺
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

メ
ー
ル
、
偽
サ
イ
ト
等

の
様
々
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
内
容
、
そ
れ

ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
予
防
、
防
止
す
る

た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
等
に
つ
い

て
、
実
際
に
発
生
し
た
事
例
を
も
と
に
、

図
解
、
動
画
等
を
使
用
し
て
、
具
体
的
に

話
が
あ
っ
た
。

　

日　

時　

令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中
心　

小
ホ
ー
ル

　

テ
ー
マ　

�

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
つ
い
て

　

講　

師　

�

鳥
取
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
課

　
　
　
　
　

警
部
補　

福
井　

貴　

氏

　

参
加
者　

１
０
９
名

　
　
　
　
　
（
内
電
業
協
会
47
名
）

四　

技
術
分
野

研
修
概
要　

　

初
め
に
全
国
の
労

働
災
害
の
実
態
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、
そ
の

後
「
悲
し
み
の
営
み
」

を
テ
ー
マ
に
、
悲
し

み
の
力
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、「
怒
り
」
と

「
悲
し
み
」
と
の
違
い

に
つ
い
て
、
怒
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
強
い

が
長
く
は
持
続
し
な
い
、
そ
れ
に
対
し
て

悲
し
み
に
は
必
ず
し
も
対
象
が
は
っ
き
り

し
な
い
も
の
も
あ
り
、
長
く
持
続
す
る
感

情
で
あ
る
と
い
う
話
を
さ
れ
た
。

　
「
人
生
夢
が
有
れ
ば
頑
張
れ
る
し
、
悲

し
み
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

な
い
が
生
き
る
バ
ネ
に
な
る
。」
と
い
う

文
言
で
締
め
ら
れ
た
。

　

日　

時　

令
和
２
年
12
月
８
日
（
火
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会

館　

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

悲
し
み
の
営
み

　

講　

師　

�

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

鳥
取
県
支
部

　
　
　
　
　

講
師　

長
尾　

悦
久　

氏

　

参
加
者　

１
５
４
名

　
　
　
　
　
（
内
電
業
協
会
67
名
）

加
点
予
定
研
修
会
の
開
催

　

鳥
取
県
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者
の

格
付
に
お
け
る
主
観
点
数
の
加
点
の
対
象

と
な
る
令
和
２
年
の
加
点
予
定
研
修
が
左

記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
た
。

一　

経
営
分
野

研
修
概
要　
　

　

実
務
経
験
者
と
し

て
の
体
験
を
基
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
浮
か
び

上
が
っ
た
経
営
課
題

等
に
前
向
き
に
向
か

い
合
い
、
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
事
例
に
重
点
を

お
い
て
、
給
付
金
、
補
助
金
、
融
資
等
の

支
援
策
や
、
自
社
の
強
み
を
の
ば
し
経
営

課
題
へ
取
り
組
む
た
め
の
具
体
的
な
方

策
、
人
材
育
成
に
不
可
欠
な
メ
ン
タ
ル
面

の
フ
ォ
ロ
ー
、
建
設
業
経
営
実
務
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明

が
あ
っ
た
。

　

日　

時　

令
和
２
年
７
月
２
日
（
木
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会

館　

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

�

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
安

定
的
な
経
営
の
た
め
に

　

講　

師　

と
り
け
ん
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

代
表　

下
田　

千
春　

氏

　

参
加
者　

１
２
２
名

　
　
　
　
　
　
　
（
内
電
業
協
会
49
名
）

鳥
取
県
専
門
工
事
業
団
体
連
絡
協
議
会
の
事
業

県
と
の
意
見
交
換
会

　

県
の
発
注
工
事
に
対
し
専
門
工
事
業
団

体
か
ら
要
望
意
見
書
等
を
提
出
し
、
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。　
　
　

　

日　

時　

令
和
２
年
11
月
９
日
（
月
）

　

場　

所　

�

県
庁　

第
二
庁
舎　

４
階　

第
32
会
議
室

　

出
席
者　

総
務
部
営
繕
課　

６
名

　

協
議
会　

�

電
業
協
会
、管
工
事
業
協
会
、

造
園
建
設
業
協
会　

13
名

意
見
交
換
会
項
目

　

専
門
工
事
業
団
体
か
ら
の
議
題

　

・�

Ｐ
Ｐ
Ｐ/

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け
る
建

設
業
法
の
適
用
に
つ
い
て

　

・�

専
門
工
事
業
下
請
け
再
発
注
時
の
条

件
設
定
に
つ
い
て

　

・
電
子
契
約
の
導
入
に
つ
い
て

　

・�

改
正
品
確
法
「
新
・
全
国
統
一
指
標
」

に
つ
い
て

　

県
か
ら
の
議
題

　

・�

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
の
工
事
へ

の
影
響
に
つ

い
て　

他
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１　

社
会
人
講
師
派
遣

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
２
年
11
月
９
日
（
月
）

　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
科　

製
図
室

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

35
名

　

講　

義　

�

住
宅
電
気
設
備
の
設
計
概
論

　
　
　
　
　

�

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ッ
ト
、
配
線

図
作
成
、
分
岐
回
路
の
考
え

方
等
の
実
習
指
導

　

講　

師　

中
部
支
部
会
員　

９
会
員

◇
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）

　

場　

所　

�

米
子
工
業
高
等
学
校　

会
議

室
（
２
年
生
）、実
習
室
（
３

年
生
）

　

生　

徒　

�

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

２
年

生　

38
名
、
３
年
生　

８
名

　

講　

師　

西
部
支
部
会
員　

９
会
員

２　

生
徒
の
企
業
現
場
体
験
学
習

◇
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た

め
中
止

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�
令
和
２
年
12
月
９
日
（
水
）

か
ら
11
日
（
金
）
の
３
日
間

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

18
名

　

受　

入　

中
部
支
部
会
員　

９
会
員

人

材

育

成

事

業

《�

社
会
人
講
師
派
遣
に
対
す
る
生
徒

の
感
想
文
の
一
例
》

○
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

先
日
は
一
日
８
人
の
社
会
人
講
師

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
製
図
が
好
き
で
は
な
い
僕

に
は
つ
ら
い
一
日
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
製
図
と
は
違

う
雰
囲
気
で
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

な
が
ら
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
日
一
日
で
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

製
図
を
す
る
際
現
場
の
こ
と
を
考

え
た
り
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に
合
わ

せ
た
り
し
て
図
面
を
書
き
上
げ
て
い

く
と
い
う
話
は
、
今
回
の
授
業
に
は

関
係
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
製

図
を
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
僕
に
は
製
図
が
面
白

い
と
思
う
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ャ
イ
で
あ
ま
り

自
分
か
ら
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
聞

き
に
行
け
な
い
僕
が
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

し
て
い
る
と
、
講
師
の
方
が
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
と
尋
ね
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
き
ち
ん
と
自
分
の

頭
で
理
解
し
な
が
ら
製
図
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
で
は
手
本
が
あ
り
、

そ
れ
と
同
じ
も
の
を
自
分
で
書
い
て

い
く
と
い
う
形
で
し
た
が
、
今
回
の

２
階
の
図
面
は
、
自
分
で
考
え
た
り

友
達
と
考
え
た
り
し
な
が
ら
コ
ン
セ

ン
ト
を
配
置
し
た
り
、
ラ
イ
ト
を
つ

け
た
り
、
講
師
の
方
の
意
見
を
聞
い

て
そ
れ
を
図
面
に
ま
た
書
い
て
い
く

の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
最

初
は
５
時
間
も
と
思
っ
て
い
た
製
図

で
す
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
短
く
思

え
る
よ
う
な
時
間
で
し
た
。



電 業 協 会 だ よ り（7）　第　30　号 令和３年５月

《�

現
場
体
験
学
習
に
対
す
る
生
徒
の

感
想
文
の
一
例
》

○
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

最
初
は
、
電
気
工
事
に
つ
い
て
電

線
の
工
事
を
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
の
で
す
が
、
電
気
工
事
は

竣
工
前
の
検
査
で
あ
っ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
塗
装
や
壁
の
張
り
替

え
と
い
っ
た
作
業
も
し
て
い
る
と
分

か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
電
気
以

外
の
技
術
も
必
要
に
な
る
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二

種
電
気
工
事
士
で
や
る
実
技
試
験
と

実
際
に
や
る
作
業
は
勝
手
が
違
う
た

め
、
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
中
山
の
新
築
工
事
の
見

学
に
行
き
ま
し
た
が
、
電
気
工
事
会
社

の
ほ
か
に
水
道
会
社
や
建
設
会
社
と

い
っ
た
他
の
会
社
も
協
賛
し
て
１
つ
の

工
事
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
大
切

な
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
学
校
は
あ
い
さ
つ
を
徹
底

し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
あ
い
さ

つ
は
相
手
に
好
印
象
を
与
え
る
た
め

に
も
必
要
で
す
が
、
あ
い
さ
つ
よ
り

同
じ
工
事
に
携
わ
る
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
し
た
。

基
本
１
人
で
は
で
き
な
い
作
業
が
ほ

と
ん
ど
な
の
で
、
協
力
し
て
も
ら
う

《�

現
場
体
験
学
習
に
対
す
る
生
徒
の

感
想
文
の
一
例
》

○
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

　

①　

こ
の
度
は
お
忙
し
い
中
、
私

た
ち
の
職
場
実
習
の
学
習
の
た
め
に

お
心
遣
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
交
通
信
号
機
の
灯
器
交
換
工
事

で
す
。
そ
の
中
で
、
工
事
に
携
わ
る

人
達
の
持
つ
資
格
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
交
通
誘
導
警
備
業
務
検
定
な

ど
の
様
々
な
資
格
が
必
要
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
つ

の
工
事
に
関
わ
る
人
数
の
多
さ
に
も

驚
き
ま
し
た
。
直
接
工
事
に
関
わ
る

方
が
３
名
、
交
通
整
備
の
方
が
２
名
、

工
事
の
状
況
を
写
真
に
残
す
方
が
１

名
と
、
と
て
も
多
く
の
人
が
工
事
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

実
際
の
工
事
は
、
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
よ
り
も
様
々
な
段
取
り
が
あ
る
こ

と
が
、
工
事
に
関
わ
る
人
の
多
さ
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必

要
だ
と
気
付
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
力
を
部
活
動
な
ど
を
通
し
て
身

に
付
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

②　

こ
の
た
び
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
は
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

た
め
に
も
自
分
が
今
ど
こ
の
作
業
を

や
る
の
か
明
確
に
仲
間
に
伝
え
、
作

業
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
の
改

修
工
事
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

と
き
、
ど
う
対
処
す
る
か
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
問
題
解
決
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
御
社
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ

ラ
イ
デ
ー
」
や
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
い
っ
た
労
働
者
へ
の
配
慮
も
し
っ

か
り
確
立
さ
れ
て
い
る
と
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
２
つ
の
制
度
だ
け
で
な

く
、
新
入
社
員
の
早
期
離
職
を
防
ぐ

た
め
に
「
Ｂ
・
Ｂ
制
度
」
と
い
う
仕

組
み
も
で
き
て
お
り
、
労
働
制
度
に

つ
い
て
も
沢
山
吸
収
す
る
こ
と
が
で

き
、
来
年
の
就
職
に
向
け
て
有
意
義

な
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
２
年
11
月
10
日
（
火
）

か
ら
12
日
（
木
）
の
３
日
間

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

27
名

　

受　

入　

西
部
支
部
会
員　

13
会
員
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３　

電
気
を
通
し
て
福
祉
を

�

考
え
る
会

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

　

日　

時　

令
和
２
年
12
月
４
日
（
金
）

　

場　

所　

�

倉
吉
市
小
鴨
、
小
鴨
公
民
館

（
区
内
７
戸
）

　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

27
名

　

内　

容　

�

電
気
配
線
並
び
に
器
具
の
点

検
、
清
掃
、
球
替
え

　
立
会
指
導　

�

中
部
支
部
会
員
９
名
、
教
員

７
名
、
地
区
内
民
生
委
員
７

名

４　

鳥
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

◇
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
２
年
６
月
４
日
（
木
）

か
ら
７
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

計
７
回

　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

６
名

　

受　

入　

東
部
支
部
会
員　

２
会
員

ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
一
番
心
に
残
っ
た

こ
と
は
事
前
準
備
の
大
切
さ
で
す
。

　

現
場
に
行
く
前
に
資
材
や
道
具
を

準
備
し
、
行
っ
て
か
ら
あ
わ
て
な
い

よ
う
に
す
る
。
危
険
に
な
り
そ
う
な

所
を
作
業
す
る
前
に
考
え
、
前
も
っ

て
対
策
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
未
来
の
こ
と
を
考
え
、

逆
算
さ
せ
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
回
貴
社
で
実
習
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５　

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

�

（
工
事
部
門
）

実
技
指
導

　

日　

時　

�

学
校
指
定
練
習
日
に
会
員
の

時
間
の
許
す
範
囲
で
各
人
が

指
導

　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
自
習
室

　

指
導
員　

中
部
支
部
会
員

審　

査

　

日　

時　

令
和
２
年
12
月
19
日
（
土
）

　

場　

所　

米
子
工
業
高
等
学
校

　

審
査
員　

西
部
支
部
会
員　

３
会
員



電 業 協 会 だ よ り（9）　第　30　号 令和３年５月

　

県
の
営
繕
工
事
（
電
気
設
備
）
に
対
し

て
要
望
意
見
等
を
提
出
し
、
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日　

時　

令
和
２
年
11
月
９
日
（
月
）

�

13
時
30
分 

～

場　

所　

県
庁　

第
二
庁
舎　

４
階

　
　
　
　

第
32
会
議
室

出
席
者　

�

営
繕
課
７
名
、
県
警
察
本
部
３

名
、
電
業
協
会
７
名

  

意
見
交
換
会
項
目

協
会
か
ら
の
議
題

・
交
通
信
号
機
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

・�

現
場
監
理
体
制
（
工
程
管
理
）
に
つ
い

て
・�

米
子
市
民
体
育
館
の
計
画
に
つ
い
て

・�

交
通
誘
導
員
の
設
計
単
価
と
実
行
単
価

に
つ
い
て

・�
照
明
器
具
の
規
格
・
基
準
等
の
見
直
し

及
び
確
認
を

県
営
繕
課
か
ら
の
議
題

・�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
工
事
評

定
に
つ
い
て

・�

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

　

県
の
営
繕
工
事
に
対
し
て
工
事
担
当
者

が
要
望
意
見
等
を
提
出
し
、
今
回
初
め
て

県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当
者
同
士
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日　

時　

令
和
２
年
10
月
21
日
（
水
）

�

13
時
30
分 
～

場　

所　

県
庁　

議
会
棟　

３
階

　
　
　
　

第
12
会
議
室

出
席
者　

�

県　

営
繕
課
５
名
、
本
庁
・
出

先
機
関
営
繕
担
当
６
名
、
電
業

協
会　

13
名

  

意
見
交
換
会
項
目

協
会
か
ら
の
議
題

・
材
料
搬
入
報
告
書
に
つ
い
て

・
書
類
の
作
成
に
つ
い
て

・�

工
事
書
類
の
や
り
と
り
を
共
有
シ
ス
テ

ム
で
行
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

・
工
事
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て

・
工
期
延
期
に
つ
い
て

・
工
事
の
工
期
に
つ
い
て

・
設
計
図
に
つ
い
て

・
設
計
図
書
の
不
具
合
報
告

・�

設
備
機
器
天
井
開
口
の
建
築
工
事
取
合

い
に
つ
い
て

２２  

県
営
繕
課
と
の
意
見
交
換
会

県
営
繕
課
と
の
意
見
交
換
会

１１  
県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当
者
の
意
見
交
換
会

県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当
者
の
意
見
交
換
会

・�

工
事
量
が
少
量
・
僅
少
の
場
合
の
設
計

単
価
に
つ
い
て

・�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
及
び
資
格
取

得
支
援
事
業
に
つ
い
て

・�

医
療
保
険
の
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号

等
の
告
知
要
求
制
限
に
つ
い
て

・�

鳥
取
県
県
有
施
設
中
長
期
保
全
計
画
に

つ
い
て

・�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
更
新
等
の
発
注
に
つ

い
て

・
電
気
工
事
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

・
施
工
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

・�

改
修
工
事
に
お
け
る
工
事
期
間
中
の
当

該
施
設
利
用
計
画
に
つ
い
て

・
喫
煙
に
つ
い
て

県
か
ら
の
議
題

・�

協
会
へ
の
お
願
い
と
報
告
事
項

・
担
当
者
か
ら
の
議
題

・
建
設
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　

県
と
の
意
見
交
換
会



電 業 協 会 だ よ り令和３年５月 　第　30　号（10）

ボランティア活動の実績ボランティア活動の実績

設置場所　鳥取市瓦町　ロータリー中央植栽帯部分
設置期間　令和２年12月７日から
　　　　　令和３年１月18日まで
点灯期間　令和２年12月７日から
　　　　　令和２年12月30日まで
点灯時間　期間中毎日　16時から22時まで
　　

設置場所　倉吉交流プラザ
　　　　　西側外壁周辺
設置期間　令和２年10月17日から
　　　　　令和３年１月30日
点灯期間　令和２年11月20日から
　　　　　令和３年１月15日まで
点灯時間　期間中毎日　17時30分から22時まで

設置場所　米子市文化ホール前広場
　　　　　米子市公会堂前広場
　　　　　米子コンベンションセンター　ル・ポルト前テラス
設置期間　令和２年11月７日から令和３年４月17日まで
点灯期間　令和２年11月21日から令和３年１月31日まで
　　　　　（米子市文化ホール）
　　　　　令和２年12月４日から令和３年１月31日まで
　　　　　（米子市公会堂）
　　　　　令和２年12月５日から令和３年１月31日まで
　　　　　（米子コンベンションセンター）
点灯時間　期間中毎日　17時から22時30分まで
　　　　　（米子コンベンションセンターは22時まで）

東部支部

中部支部

西部支部

イルミネーションの設置

鳥取砂丘こどもの国前の市道のゴミ拾い、除草、
道路側溝の清掃を行った。
　　日　時　令和２年６月３日（水）
　　　　　　令和２年10月７日（水）
　　対　象　鳥取砂丘こどもの国前の市道
　　参加者　東部支部会員

鳥取砂丘ロード清掃活動

米子市
文化ホール

米子市公会堂

米子コンベンションセンター

点灯式

設置作業



電 業 協 会 だ よ り（11）　第　30　号 令和３年５月

表
彰
物
件
紹
介

鳥取県知事　表彰
【工 事 名】
県立中央病院外来棟改修工事（電気設備）
【工事場所】
鳥取市江津
【施工会社】
山口電業株式会社　イナバ電気株式会社
（山口・イナバ特定建設工事共同企業体）　　　　

【工 事 名】
境漁港高度衛生管理型市場整備事業１号
上屋新築工事（電気設備）
【工事場所】
境港市昭和町
【施工会社】
岡田電工株式会社
美保テクノス株式会社
（岡田電工・美保テクノス特定建設工事共同企業体）

【工 事 名】
国道181号（四十曲トンネル）
構造物修繕工事（交付金補修）
【工事場所】
日野郡日野町板井原～岡山県真庭郡新庄村
【施工会社】
栄和電気工事有限会社

鳥取市長　表彰
【工 事 名】
（仮称）気高道の駅整備工事（５工区）
【工事場所】
鳥取市鹿野町岡木地内
【施工会社】
株式会社ミナミコーポレーション　
　

鳥取市水道事業管理者　表彰
【工 事 名】
配水施設整備事業の内　賀露ポンプ場電気設備工事
【工事場所】
鳥取市南隈地内
【施工会社】
鳥電商事株式会社



電 業 協 会 だ よ り令和３年５月 　第　30　号（12）

　第30回親睦ゴルフ大会が令和２年10月29日（木）大山
ゴルフクラブにおいて、正会員、賛助会員32名の参加で
開催されました。
　今年は圓岡浩和氏（ワンプライム．㈱）が優勝されま
した。
　善戦奮闘の結果は、次表のとおりです。

順位 氏　名 OUT IN グロス HCP ネット
1 圓岡　浩和 51 52 103 30.0 73.0 
2 岡本　安量 48 42 90 16.8 73.2 
3 河津　　進 49 53 102 28.8 73.2 
4 杉山　知義 51 53 104 30.0 74.0 
5 渡部幸太郎 62 49 111 36.0 75.0 
6 門脇　賢任 57 53 110 34.8 75.2 
7 不動寺　寛 49 53 105 26.4 75.6 
8 金山　福雄 52 43 95 19.2 75.8 
9 河内　雄次 46 49 95 19.2 75.8 
10 祖母谷広治 46 42 88 10.8 77.2 
11 神谷　丈清 44 48 92 14.4 77.6 
12 原田　淳士 56 54 10 32.4 77.6 
13 妹尾　健一 62 52 114 36.0 78.0 
14 高塚　康治 47 48 95 16.8 78.2 
15 笹尾　隆治 56 56 112 33.6 78.4 
16 寺井　　操 55 50 105 26.4 78.6 
17 奥本　啓介 61 47 108 28.8 79.2 
18 片山　良孝 50 52 102 21.6 80.4 
19 新宮　秀行 47 48 95 14.4 80.6 
20 池本　喜衛 45 49 94 13.2 80.8 
21 山本　　淳 58 53 111 30.0 81.0 
22 中村　吉男 62 58 120 36.0 84.0 
23 安達　幸一 60 60 120 36.0 84.0 
24 斉木　健之 60 58 118 33.6 84.4 
25 細田　武明 62 55 117 32.4 84.6 
26 角　　正夫 55 65 120 34.8 85.2 
27 宮脇　大樹 67 61 128 36.0 92.0 
28 寺地　　建 71 60 1313 36.0 95.0 
29 鳥橋　祐二 72 62 134 36.0 98.0 
30 濵田　　修 72 72 144 36.0 108.0 
31 奥山　一範 80 68 148 36.0 112.0 
32 荒木里一郎 79 73 152 36.0 116.0 

親睦ゴルフ大会開催

表
彰
物
件
紹
介

倉吉市長　表彰
【工 事 名】
第２庁舎整備工事
【工事場所】
倉吉市堺町二丁目
【施工会社】
新陽電気株式会社　北村電気工業株式会社
中央電気工事有限会社
（クラエー・井中・河本・アオキ・新陽・
北村・中央・中海・早田・長谷川特定建
設工事共同企業体）

米子市長　表彰
【工 事 名】
淀江体育館非常用発電機改修工事
【工事場所】
米子市淀江町西原805番地
【施工会社】
美保テクノス株式会社　　　　　　　　
【工 事 名】
加茂公民館新築電気設備工事
【工事場所】
米子市両三柳3292番地外
【施工会社】
美保テクノス株式会社
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１　
東 

部 

支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月
例
会　

12
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

日　

時　

令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）　

　

現　

場　

�

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
特
定
天

井
耐
震
対
策
工
事
（
電
気
設

備
）
現
場

　

施
工
会
社　

㈱
と
り
で
ん

　

参
加
会
員　

14
会
員

（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

日　

時　

令
和
２
年
７
月
６
日
（
月
）

　

配
布
先　

�

鳥
取
市
、
八
頭
町
、
若
桜
町
、

智
頭
町
、
岩
美
町

　

要
請
者　

電
業
協
会　

３
名

（
４�
）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指

導
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ

　

ア　

鳥
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

　
　

日　

時　

�
令
和
２
年
６
月
４
日（
木
）

か
ら
７
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

計
７
回

　
　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

６
名

　
　

受　

入　

２
会
員

　

イ�　

鳥
取
工
業
高
等
学
校
生
徒
の
企
業

現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）

　
　
　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
中
止

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進　

　

ア　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

日　

時　

�

令
和
２
年
12
月
７
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
18
日
ま
で

　
　

点
灯
期
間　

�

令
和
２
年
12
月
７
日
か

ら
令
和
２
年
12
月
30
日

ま
で

　
　

点
灯
時
間　

�

期
間
中
毎
日
16
時
か
ら

22
時
ま
で

　
　

場　

所　

�

瓦
町　

ロ
ー
タ
リ
ー
中
央

植
樹
帯
部
分

　

イ�　

ア
ダ
プ
ト
制
度
活
動
（
砂
丘
ロ
ー

ド
清
掃
）

　
（
ア
）日　

時　

�

令
和
２
年
６
月
３
日（
水
）

　
　
　

場　

所　

�

鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

前
の
市
道

　
　
　

内　

容　

�

市
道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾

い
、除
草
、側
溝
の
清
掃

　
　
　

参
加
者　

34
会
員（
42
名
）

　
（
イ
）日　

時　

令
和
２
年
10
月
７
日（
水
）

　
　
　

場　

所　

�

鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

各
支
部
活
動
記
録

一般社団法人日本電設工業協会主催の事業一般社団法人日本電設工業協会主催の事業

電設工業展視察研修（開催中止）
　一般社団法人日本電設工業協会主催の第68回電設工業展が令和２年５月27日（水）から29日（金）の３
日間に渡り大阪市のインテックス大阪で開催される予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大のため
開催中止となりました。
　そのため、27日（水）、28日（木）の２日間の日程で計画していた当協会の会員による電設工業展の視察
研修は開催中止となりました。

一般社団法人日本電設工業協会　会員大会（開催中止）
　一般社団法人日本電設工業協会が主催する令和２年度会員大会は、東海支部が担当し、令和２年10月15
日（木）に愛知県名古屋市の名古屋観光ホテルで開催される予定でしたが、新型コロナウイルスの感染防
止のため開催中止となりました。
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前
の
市
道

　
　
　

内　

容　

�

市
道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾

い
、
除
草
、
側
溝
の
清

掃

　
　
　

参
加
者　

33
会
員
（
38
名
）

（
６
）
企
業
内
人
権
問
題
合
同
研
修
会
の
開
催

　

�

ア　

日　

時　

�
令
和
２
年
10
月
３
日（
土
）

（
１
回
目
）

　
　
　

場　

所　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

�
第
１
会
議
室

　
　
　

テ
ー
マ　

�

人
権
学
習
、
な
ぜ
職
場

の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
問
題
に
取
り
組
む
の

で
し
ょ
う
か

　
　
　

参
加
者　

89
名

　

イ　

日　

時　

令
和
２
年
11
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
回
目
）

　
　
　

場　

所　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

�

第
１
会
議
室

　
　
　

テ
ー
マ　

10
月
３
日
と
同
じ

　
　
　

参
加
者　

84
名

　

ウ　

日　

時　

令
和
３
年
１
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
（
３
回
目
）

　
　
　

場　

所　

電
業
協
会　

会
議
室

　
　
　

テ
ー
マ　

10
月
３
日
と
同
じ

　
　
　

参
加
者　

４
名

（
７
）
行
政
機
関
と
の
意
見
交
換
会
等
の
開
催

　

鳥
取
市
と
の
意
見
交
換
会

　

日　

時　

令
和
２
年
８
月
７
日
（
金
）

　

場　

所　

鳥
取
市
庁
舎　

６
階　

会
議
室

　

出
席
者　

鳥
取
市
検
査
契
約
課　

課
長
他

（
４�

）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指
導

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ

　

ア�　

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
へ
の
社

会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
２
年
11
月
９
日（
月
）

　
　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
科　

製
図
室

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

35
名

　
　

講　

義　

��

住
宅
電
気
設
備
の
設
計
概

論

　
　
　
　
　
　

�

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ッ
ト
、
配

線
図
作
成
、
分
岐
回
路
の

考
え
方
等
の
実
習
指
導

　
　

講　

師　

会
員
９
名

　

イ�　

電
気
を
通
し
て
福
祉
を
考
え
る
会

（
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
）　

　
　

日　

時　

令
和
２
年
12
月
４
日（
金
）

　
　

場　

所　

�

倉
吉
市
小
鴨
、
小
鴨
公
民

館
（
区
内
７
戸
）

　
　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

27
名

　
　

内　

容　

�

電
気
配
線
並
び
に
器
具
の

点
検
、
清
掃
、
球
替
え

　
　

立
会
指
導　

�

会
員
９
名
、
電
気
科
担

当
教
員
７
名
、
地
区
内

民
生
委
員
７
名

　

ウ�　

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
生
徒
の

企
業
現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　
�

令
和
２
年
12
月
９
日（
水
）

か
ら
11
日
（
金
）
の
３
日

間

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

18
名

　
　

受　

入　

９
会
員　
　
　

　

エ�　

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

（
工
事
部
門
）
実
技
指
導

　
　

日　

時　

�

学
校
指
定
練
習
日
に
会
員

の
時
間
の
許
す
範
囲
で
各

人
が
指
導

　
　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
実
習
室

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

日　

時　

�

令
和
２
年
10
月
17
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
30
日
ま
で

　
　

�

点
灯
期
間　

�

令
和
２
年
11
月
20
日
か

ら
令
和
３
年
１
月
15
日

ま
で

　
　

点
灯
時
間　

�

期
間
中
毎
日
17
時
30
分

か
ら
22
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

�

11
月
20
日
の
点
灯
式
に

石
田
倉
吉
市
長
、
倉
総

産
生
徒
代
表
を
ま
じ
え

実
施
し
た
。

　
　

場　

所　

�

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ　

西
側

外
壁
周
辺

　
　

作
成
メ
ン
バ
ー　

�

会
員
９
名
、
倉
吉

総
合
産
業
高
等
学

校　

教
員
５
名
、

生
徒
20
名

（
６
）
行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　

県
中
部
総
合
事
務
所
建
築
住
宅
課
と
の

意
見
交
換
会

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

　
　
　
　
　

�

会
長
、
東
部
支
部
長
、
副
支

部
長

 

２　
中 

部 

支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月
例
会　

12
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

ア　

日　

時　

令
和
２
年
11
月
６
日（
金
）

　
　
　

現　

場　

�

倉
吉
体
育
文
化
会
館
特

定
天
井
耐
震
対
策
工
事

（
電
気
設
備
）
現
場

　
　
　

�

施
工
会
社　

北
村
電
気
工
業
㈱

　
　
　

参
加
会
員　

９
会
員

　

イ　

日　

時　

令
和
３
年
３
月
５
日（
金
）

　
　
　

現　

場　
�

倉
吉
未
来
中
心
特
定
天

井
耐
震
対
策
工
事
（
電

気
設
備
）
現
場

　
　
　

施
工
会
社　

㈲
山
﨑
商
会

　
　
　

参
加
会
員　

９
会
員

　（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要

請（
専
門
工
事
業
２
団
体
中
部
支
部
合
同
）

　

日　

時　

令
和
２
年
７
月
15
日
（
水
）

　

配
布
先　

�

倉
吉
市
長
並
び
に
市
議
会
議

長

　
　
　
　
　

�

三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
、
北
栄

町
、
琴
浦
町
各
町
長
並
び
に

町
議
会
議
長
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た
め
中
止

３　
西 

部 

支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月
例
会　

11
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

日　

時　

令
和
２
年
10
月
13
日
（
火
）　

　

現　

場　

�

南
部
町
複
合
施
設
新
築
工
事

（
電
気
設
備
工
事
）
現
場

　

施
工
会
社　

�

栄
和
電
気
・
斉
木
電
気
設

備
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

　

参
加
会
員　

９
会
員

（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

ア�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注

の
要
請　

　
　

日  

時　

令
和
２
年
７
月
９
日
（
木
）

　
　

配
布
先　

�

西
部
総
合
事
務
所
及
び
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
、
企
業

局
西
部
事
務
所
、
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
、
米
子

市
、
日
吉
津
村
、
大
山
町
、

江
府
町
、
日
野
町
、
日
南

町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、

境
港
管
理
組
合
、
米
子
市

水
道
局

　
　

配
布
者　

�

西
部
支
部
役
員
（
本
部
役

員
含
む
）
６
名

　

イ�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注

の
要
請　

　
　

日　

時　

令
和
２
年
７
月
29
日（
水
）

　
　

配
布
先　

境
港
市

　
　

配
布
者　

�

西
部
支
部
役
員
（
本
部
役

員
含
む
）
４
名

（
４�

）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指

導
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ

　

ア�　

米
子
工
業
高
等
学
校
生
徒
へ
の
社

会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
２
年
10
月
23
日（
金
）

　
　

生　

徒　

�

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

２

年
生　

38
名
、
３
年
生　

８
名

　
　

場　

所　
�

米
子
工
業
高
等
学
校　

会

議
室
（
２
年
生
）、
実
習

室
（
３
年
生
）

　
　

受　

入　

９
会
員

　

イ�　

米
子
工
業
高
等
学
校
生
徒
へ
の
企

業
現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　

�

令
和
２
年
11
月
10
日（
火
）

か
ら
12
日
（
木
）
の
３
日

間

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

27
名

　
　

受　

入　

13
会
員

　

ウ�　
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
実
施
（
審
査
員
派
遣
）

　
　

日　

時　

令
和
２
年
12
月
19
日（
土
）

　
　

場　

所　

米
子
工
業
高
等
学
校

　
　

審
査
員　

３
会
員

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

日　

時　

�

令
和
２
年
11
月
７
日
か
ら

令
和
３
年
４
月
17
日
ま
で

　
　

点
灯
期
間　

�

11
月
21
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
（
米
子
市
文
化

ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　

�

12
月
４
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
（
米
子
市
公
会

堂
）

　
　
　
　
　
　
　

�

12
月
５
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
（
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　

点
灯
時
間　

�

期
間
中
毎
日
17
時
か
ら

22
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
　

�（
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
は
22
時
ま
で
）

　
　

場　

所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
前
広
場

　
　
　
　
　
　

米
子
市
公
会
堂
前
広
場

　
　
　
　
　
　

�

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

ル
・
ポ
ル
ト
前

テ
ラ
ス

（
６
）
行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　

米
子
市
と
の
意
見
交
換
会
（
管
工
事
業

協
会
と
の
合
同
）

　

日　

時　

令
和
２
年
10
月
27
日
（
火
）

　

場　

所　

米
子
市
役
所

　

出
席
者　

�

米
子
市
都
市
計
画
部
長
、
営

繕
課
長
、
契
約
検
査
課
長
、

同
課
長
補
佐
兼
契
約
担
当

　
　
　
　
　

�

各
団
体
役
員
（
う
ち
電
業
協

会
会
員
５
名
）

　

昨
年
７
月
か
ら
当
協
会
事
務

局
の
臨
時
の
事
務
職
員
と
し

て
、
棚た
な

橋は
し

孔く

美み

子こ

さ
ん
に
勤
務

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

勤
務
は
午
前
中
で
、
担
当
業

務
は
庶
務
と
会
計
事
務
で
す
。

　

事
務
局
に
お
越
し
の
際
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
よ
り

お
知
ら
せ
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工 事 名 　用瀬町総合支所耐震補強及び
　　　　　　大規模改修・増築（電気）工事
規　　模 　RC造　３階建　1,931.12㎡
施工会社 　北陽電業　有限会社

工 事 名 　�米子コンベンションセンター特定天井
耐震対策工事（電気設備）

規　　模 　�多目的ホール、小ホール、エントラン
スホール他

　　　　　　電灯設備、拡声設備、火災報知設備　取替
施工会社 　有限会社　斉木電気設備

�南部町複合施設新築工事（電気設備工事）
��本館　鉄骨造・RC造　２階建 2,365.46㎡
付属棟　木造　１階建73.5㎡
栄和電気・斉木電気設備特定建設工事共同企業体

工 事 名 　�とりぎん文化会館特定天井耐震対策
工事（電気設備）

規　　模 　梨花ホール、小ホール、フリースペース
　　　　　　照明・スピーカ・火災報知器　取替
施工会社 　株式会社　とりでん

工 事 名 　�倉吉体育文化会館特定天井耐震対策工事（電気設備）
規　　模 　�体育館（高天井部分）：水銀灯・白熱灯・白熱ダウンライト（LED）に取替、落下防止対策
　　　　　　　　　　　　　　　 　及び調光付に改修、電源・調光用配線新設
　　　　　　通路部分：白熱ダウンライト（LED）に取替　電源配線新設
施工会社 　北村電気工業　株式会社

施 工 物 件 紹 介

東
部
支
部

中
部
支
部

西
部
支
部工 事 名

規　　模

施工会社


